
■ワークショップのイメージ

　校区の設定及び変更にあたっては、通学区域審議会において調査審議するのが
基本であるが、今回は全市的な校区見直しを想定しているため、審議会が広く意見
聴取する場を設定し、そこで具体的な検討を行い、審議会はワークショップでの意
見等をもとに総合的に調査審議を行う。
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必要に応じて以下のようなテーマでご意見をいただく
●具体的な校区の線引きについて
●児童生徒の生活や地域の活動への影響について
●その他諸課題の解決について

・青少年を守る会連絡協議会
・青少年指導員連絡協議会
・民生委員児童委員協議会
・こども会育成協議会
・ＰＴＡ連絡協議会
　　　　　　　　など全１０団体

地域団体の各校区代表者で構成
全９団体（上記団体からこども会を除く）×12校区（彩都・とどろみ除く）＝108名

条例に基づき教育委員会が設置する附属機関
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